
　梼原町神在居の新谷忠夫さんと小寿恵さ
ん夫妻は、露地栽培で土佐甘とう４アール
を栽培しています。「農作業は毎日の元気の
源 ！  完璧にはようやらんけど、無理せんば
あに頑張りたい」と楽しそうに語ってくれまし
た。これからもコツコツ作業しながら元気に
過ごしてください。

畑仕事が好きながよ！
（右）新谷 忠夫さん　　 （86）
（左）　　　小寿恵さん　（83）

にい  や　 ただ　お

こ　 ず　 え

役に立てるよう頑張ります！
次田 滉一郎さん（22）

　土佐清水市出身の次田さんは、４月から新採用
職員として高南農業改良普及所に勤めています。
現在は先輩職員と農家さんへの巡回を行いながら、
ニラや夏秋ピーマン、シシトウなどの品目について
勉強中 ！  目標は農家さんに頼りにされる職員になる
ことだそうです。暑さに負けず頑張って下さいね ！

時間ができたら釣りに行こうかな
中嶋 崇さん（53）

　ミョウガを生産している中嶋さんは、統合前
の四万十農協の頃には理事として務められて
いました。奥様も女性部興津支部で活動され
るなどお二人が様々な場面で農協活動に参加
いただいています。今日は農薬を買いに興津
支所購買にいらしてくれました。まだまだ暑い
日が続きますがこれからもご活躍を応援してい
ます ！

つぎ  た　  こう いち  ろう

なか じま  たかし

　津野町芳生野で土佐甘とう８アールと水
稲を栽培する津野武雄さんと栄子さん夫妻。
以前はミョウガを栽培していましたが、４年前
から土佐甘とうに品目転換を行いました ！
　ハウスを訪問するといつもにこやかに出迎
えてくれます。炎天下のハウス内はとても暑い
ので体調を崩さないように頑張ってください。

また見に来てよ～！
（左）津野 武雄さん　（81）
（右）　　　栄子さん　（79）

えい　こ

つ　の　 たけ　お

梼原支所管
内より

東津野支所
管内より興津支所管内より

四万十支所管内より





高西地区版

津野山地域の特徴
　津野山地域は、高知県の梼原町と旧東津野村（現在の津野町の西半分）をあわせた地域で、四万十川
源流の澄んだ水と、四国カルストの麓・豊かな自然環境のもと、園芸作物では主に米ナス、小ナス、シシト
ウ、土佐甘とう、ミョウガなどを栽培しています。今回は津野山地域の冬場でも栽培できる貴重な品目である
「加工用わさび」の生産者を募集します。興味のある方は気軽にご相談ください。

【栽培のメリット】
・遊休施設の有効利用が可能である
・冬場の津野山地域でも栽培可能であり
　複合経営の補助品目となる
・栽培コストが低い
・契約栽培のため価格が
　安定している。

（お問い合わせ）　☎ 0880－22－5179　JA高知県四万十営農経済センター　永野
－問い合わせ先－　ＪＡ高知県津野山営農経済センター　  営農指導課

高知県高岡郡津野町北川2281－４　  TEL（0889）62－2335　FAX（0889）62－2381

加工用ワサビ栽培

四万十地域より

津野山地域より

夏秋ピーマンを
栽培してみませんか？
　管内の夏秋ピーマン栽培は約25年前から始まり、生産者・面積ともに年々増加し、平成29年度から３
年連続で販売金額１憶円を突破しています。生産技術も年々向上してきており、部会では更なる所得の
向上を目指して取り組んでいます。
　是非、夏秋ピーマン栽培を始めてみませんか。

【出荷調整作業】
　四万十夏秋ピーマンの出荷作業は全て農家による「個別選果（袋詰め・箱詰め）  」を行っており、
栽培規模は選果の作業性も考慮して決めてください。

【１ａあたり生産収支の例】

※この経営収支は津野山地域の過去の実績を基に算出しています。収量や所得を保証するものではありません。

※栽培管理・天候等によって農薬代・肥料代など変わりますのであくまで目安となっております。
※雨よけ栽培は別途施設費等が必要です。

350㎏

収量

330円

㎏単価

約12万円

売上

約４万

経費（約30％） 精算額（所得率 約70％）

８万円

※過去３カ年の平均数値を参照しています。

【10aあたりの生産収支の目安】

収入
出荷数量（kg）

平均単価（円/kg）

精算金額（円）

6,000

346

2,200,180

露地栽培

10,050

361

3,696,900

雨よけ栽培

費用

種苗代（購入苗）

肥料代

合計

農薬代・雇人費・資材代等

220,000

160,000

590,000

970,000

金額（露地栽培）

【栽培スケジュール】
10月作目

加工用
わさび

圃場
準備 定　植

収穫
調整

栽培
終了
片付け

11月 12月

かん水・追肥
温度管理
病害虫防除

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

生産者募集

興味のある方は下記までご連絡をお願いします。

【栽培のながれ】 ▲:定植　■:収穫期間

露地

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月１月 ２月 ３月 ４月 ５月

雨よけ
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句 【各支所連絡先】

大野見支所 0889－57－2321
東津野支所 0889－62－2211
興津支所 0880－25－0002

事故受付など　高西サービスセンター

0889－40－4141

㈱JAメモリアルこうち　津野山出張所

0889－40－1955

葬祭会館　ルミエール四万十

0880－22－5900

梼原支所（旧JA津野山本所）

0889－65－0111

四万十支所（旧JA四万十本所）

0880－22－0003
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